
凡
又

吉
田
ロ建友住井三三

井
住
友
建
設
は
、
盛
土
工
事
一
今
後
は
、
同
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
得
一
メ
ッ
シ
ュ
の
色
を
締
固
め
時
間
に

の
法
面
締
固
め
作
業
を
定
量
的
な
一
ら
れ
る
品
質
管
理
デ
i
タ
を
3
次
一
応
じ
て
段
階
的
に
変
化
さ
せ
、
色

手
法
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
管
理
す
一
元
モ
デ
ル
上
で
視
覚
的
に
管
理
で
一
の
変
化
を
確
認
し
な
が
ら
所
定
の

る
方
法
を
確
立
し
た
。
こ
の
「
の
一
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
盛
土
一
時
間
に
締
固
め
作
業
を
行
う
。
こ

り
面
締
固
め
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
一
構
造
物
の
維
持
管
理
、
長
寿
命
化
一
の
た
め
、
締
固
め
不
良
を
未
然
に

東
日
本
高
速
道
路
発
注
の
北
海
道
一
に
寄
与
し
て
い
く
。
一
防
止
で
き
る
。

縦
貫
自
動
車
道
塩
谷
工
事
に
導
入
一
の
り
面
締
固
め
管
理
シ
ス
テ
ム
一
設
計
と
の
差
異
も
表
示
さ
れ
る

し
、
そ
の
有
効
性
は
確
認
済
み
。
は
、
ジ
オ
サ
l
フ
社
の
「
G
E
O
一
だ
め
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス

S
U
R
F
-
-
C
E
シ
リ
一
テ
ム
と
し
て
も
利
用
可
能
な
上
、

!
ズ
」
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
一
締
固
め
時
間
管
理
デ
l
タ
や
位
置

し
、
パ
ッ
ク
ホ
ウ
マ
シ
ン
一
情
報
は
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
事
務

ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
と
一
所
に
設
置
し
た
P
C
と
の
連
携
に

G
N
S
S
(全
地
球
衛
生
一
よ
り
、
自
動
で
法
面
締
固
め
管
理

測
位
シ
ス
テ
ム
)
締
固
め
一
帳
票
を
作
成
で
き
る
。

ー
管
理
シ
ス
テ
ム
を
融
合
さ
一
法
面
部
は
盛
土
本
体
に
比
べ
て

仰
せ
、
振
動
パ
ケ
ッ
ト
の
稼
一
狭
い
た
め
、
本
体
と
同
じ
大
型
機

禍
働
時
間
に
よ
り
、
設
定
し
一
械
で
は
施
工
で
き
ず
、
そ
の
品
質

ー
た
メ
ッ
シ
ュ
の
累
積
締
国
一

め
時
間
を
管
理
す
る
。
一

具
体
的
に
は
、

G
N
S
一

S
を
搭
載
し
た
パ
ッ
ク
ホ
一

ウ
に
よ
り
パ
ケ
ッ
ト
の
位

置
を
測
定
し
、
運
転
席
に

設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
上
の

道
縦
貫
法
面
で
有
効
性
確
認

【建設ICT】

1 .日経 2.朝日 3.毎日
4.読売 5.岐阜 6.中日
7.産経 8.静 岡 9.伊勢
10.中部経済 11.建通 12.日刊工業
。建設通信 14信濃毎日 15日本海事
16.建設工業
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